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メッシュ解析による森林の生活環境機能の評価

皇子 11 ,: j寺山

J\1ζ札出1出sahir刊o Aミ MAl\叫J拍0: T、hc Ass巴SS叩日1邑印nt 0ぱf th泥邑 SociぬO

of the Fo工r匂巳st by ι1esh Ana討lys札is

(Rεsearch not巴)

要 旨:森林の公主主的機iJ~への認識が増すにつれs 険伎を単なる担店主:としてではなく最としてμ川!ii

する必!夏引が9 二日ζ;iu')( ザイドから生じてきているつととでは森林の公益的機能のうちの!U百日支出機

能を計量化するととをみ "l: 0 ~_t日深境機抱についての明確な定義はないが，斗 ìi_liの j誌に森林縦士山が

よ子;(1了する ζ とだけで， との機能の大部分がjfjj:f( されるとみて設し支えない。そとで緑と空 11 '，]とのf?l 1

椛，つまりグリ P ンコンタクトの総与j7 さを作 rali;1;\; í\ょとした。解析の対象地域としては北関Jtとの約70);

ha を取り kげ， LANDSAT データをベースとした。 jñl!析手法としてはメッシュアナリ三ノスを!iJ い，

グラピティモデルの考え方を森林と人間との距離没|係、にjぬYりすることによって対象地域のどの部分lζ

森林が欠乏し 2 どのお分IC有効に利用しうる森林があるかを凱党((}P:HZ:示する ζ とができたのまた幾

つかの統~II竹 τfi去をいて2 北関東をその土地利)fj状況に応じて地帯区分するとともに，森林口〕分ィ

状態lζ応じて各地区をパターン分し，さらに森林と市街地との泌11 状態をf計数表示するととによっ

て p 需要，供給ωjjlJ lf: iから uごメッシコ lえjの1巴でば百十デ' 担をj){íJτ した。

1.はじめに

近'1::森林のもつ公出 ((J機能に対する認識が高まってくるとともに，との機能を:心法[211こ rf判!Ì líするための

手法の悶発が要求されるようにな寸た。そこでぷ杯のもつ公益 11ワ機能のうちで一般に/!.i;finiU克機能と呼ば

れているものについての主立化を試みたので， その対抗 t止を報告する ol1休[内な (J)f光対象地域としては nr

JI，\，栃木，茨城の 3 !!i1にわたるがJ 70 Jj ha の地域(凶 1 )をとりあげfこ C

森林の引二i，T;*~V究機能と 4言でいってもその立味するところは~隊であるが， Lt.i，f，の j誌に森十本が伝ヂiーする

ととによって ζ の機能の大部分が発伊されると，~.えてし支えない c そこで il.i[;f山克機能のうちで「グリ

ーン ::'ì ンタクト」といわれるものをとり r1]J1 しヲトと;初'jrl\ しゃ甘い地域ほど森林がもっ環境機能の思

j与をとう打っていると:芯えた。グリ p ンコンタクトの効_::g は，ある JlliJ式(こ 1I む人とそれを以 IJ ~.t:く科 fみと

の限時止によって決まるので， ある地域を〉午I匁として必材、の/]j円以域機能を"ギÍ!lliずるにあたっては， その

地域にどの程度の森林紘埼がどのような形態で分布しているか，また同時に人聞が/l iiiそ?:?んでいる m 1J:

地， 491こ市街地がζ の森林緑地といかなる地四的関係にあるかが問題となる。したがってこの限?与では犯

燃の概念を7ょとして森休の 11:活環崎機能を;川rliIすることとしたのなお';1'1，111 は óにの t' I'.[J'lでメッシ?解析によ

右手法をmいた。( i) ~U， !1' の，~l:.活深境機 Îì自主人と森村、との D~f~ :ljf[:が I~tì'r止を J川!Iíするヰーポイントとなるの

で， ii r6者の伐凶関係を表オ〉すには人丸山な llti支|三凶よりも機械的にじ当分されたメソシコ 12:!rl!iの jfが1'1 然で

ある。(ii) 人仁1 ， 注業1，1\'泊といった社会的問子とが休テ、p タという次主じの5?ーなあベースの'!i'j 保そつき介

197N, 3 Jj 1511 受f主 将ロ 12 For. Manage , ---12 
(1) 経?司郎
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悶1.調究対象地域

わせる必要があるが，データをメッシュ単位の測定値IC統一することによって同時に多変量一データとして

処法することが可様となる。 (iii) メッシュデータは電子計算機での機械処理に適しているので， 膨大な

資料が迅速に集計，解析できる。またメッシュ図はコンピュ{ター出力により直接作成できるので，止活

環境機能のように広い地域を対象とした地J'l'.的解析が必要なときには，メッシュ図を祝覚的 lと判断しなが

らデータ内容や解析結果を対話的に検討， 再処理するととが容易である。 (iv) 森林の生活環境機能は森

林と人間社会との相互関係によって初めて成立するものであり，全体的な土地利用計画の…ム球として品lよみ

込まれる性質のものである。したがってメッシュ図によって機能を計量イじするととは，他の土地利用計画i

と対応づけるヒで者ß合がよい。このような観点から解析結果もできるだけメッシュ凶の形で表わすように

した。

なお幸日常書作成にあたっては，林業試験場経営部の紙野伸二部長，中島 厳第二科長，粟屋仁志測定研

究室長から数々のど指導をいただいた。 ζ こに厚く感謝の:意を表します。また各種データの処理および解

析にはJ休業試験場 OKITAC-4500 のを使用したが， その際数々のご援助をいただいた電算機室の方々に

お礼申し上げます。

2. メッシュ解析の方法

1. メッシュの取り方

メッシュは 5 万分の l 地形図を縦横 10 等分ずつした艮方形メ y シュを用いた。 これは行政管如庁で標

準メッシコと呼ばれているものを 4 つ合わせたものに栢弐し，東西に約 2.25km ， 南北に約 1.83 km の

大きさとなる。今 [r:iJの対象地域ではその数は 1792 悩となった。

2. メッシュデータ

メッシュデータとしては表 1 にあげたものを利用したのメッシュマップとなっていないものについて

は 1 メッシュあたり 24~'28 i拐のドットを落し， 対象コードに落ちるドット点の割合をメッシュ区間i の

値とした。最終的には表 2 にあげた項目についてメッシュごとに調査，集計をした。なおここでは LAN­

DSAT データを主主従として解析を行ったので， とれについて簡単に説明する。
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表1. h H ~-覧表

:íll'{生lX分間，村(1]:: 向然皮肉〔自然環段保全調査:~~~代存(践11~庁))

昭和 50 年 3 月

o LANDSAT-ljMSS 匝lj像;CCT (NASA) 問手11 47 年 11 JJ 26 日邦保

卜ー後凶，表明I出)"tI~l ， ;8;;伏泣，谷密度凶 CI

昭和 49 ，，+

地域メッシコ Mé'il C昭和必年度凶勢調資料1来(総J1J1 )fJ)J

1/ 己0000 地形図[l I'IL地理院〕

c 明仁[1 勺'J'( [fEI JJ山間院撮影〕

表 2. データ

コード 主良 同

(1) X 出際他

(2) Y 応 441 値

( 3) i 人 仁 j'1' 

天 然 *本

特 J刊樹語

長 用 J也

~~iL j也

(日) 部 Ib 緑地

刊
日

勢
制
交

土
地
分
史i

jキ裕度 I [><1 

(11) 人 I 緑地

E 

R 

S 

地球資源街lj:I (LANDSAT) からスキャナーでとられたi情報はディジタ jレな形態をとるので，コンピュ

ータ…処H!Uごば剤ifTのよいデータとなる。そこで先程忍べたメッシュを縦横 20 '"!f分ずつして 1 メッシュ

あたり 400 !!ii] の /J\ メッシ 1 を作り， このノトメッシ 1 ごとに LANDSAT !J、ら J去られた 4 ノてン卜の波長特刊

から友 3 のように 13 項目の 1.地平IJm!亙分を 1 j".，た u しかし LANDSAT から制られたt'ï 椛だけでは現尖

には水 iけや河川敷であるべきところを都市と同じ組婚に人れるといったような土地利胤 l~ の誤分類が幾っ

か114 じたので， ?it 中寸:1'1および 5 万分の 11削l手際iを汀iいてデータの修正を1 j い， 最終的には先の 13 項目
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表 3. 二地利用区分一覧表

l心地や平地の格t.M;全般、

主として大都市の市街地，密集住宅地

宅地造成地，工場敷地，採石地

主としてゴルフ場等の人工草地

亦い畑〈州生南部〕

B 亦い水 l且(宇都宮南部)

M ~烹い畑(宇都宮東部)

ブランク( 1 )-ノ (13) 1と該去しないもの

図 2. 小メッシスによる士j也利用灰分悶のがJ (栃木ilT周辺〉

人工緑地

その {lir
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l三[ 森林の生活環~t~機1 印刷fT cJ) )jìL

を 6 項国 lこ;統合ーした。このデータを!日いて 5 J)分の 1 地形図に対応した土JlIHU Jll区分[\'([ (1:::<[ 2 )を作成

いこれそデ…タベースとして解析を試みた。 1J_お LANDSAT のデータについては， (株)ユニパック

総げから提供を:受けた。

3. 解析の方法

北関東(以後羽査対象地域をこのようにも幻'pj る〉の税林の生活段諸機能について!史13 のようなJ13で解

析を払みた。まず LANDSAT デゃータより土地平II Hï I5<分図を作成し，それをもとにして ;;)，'， 1�'i Jtlj)去を， 1. 

rJ JH地十iJ P2・ 12i村地帯ラ 3. 右li\l jT J也 t出， (，ど区分しゃJU~;: l}ごとに二i二J也ifl] )IJ の状況を ;Uldべたれつぎに森体のヰ

活環境機桔を森林と人との~['i跳という ltliから呼1ìílî したが，その技i庄の仕方としては北関京全域からみた森

林の分布状態を扱うマクロ的な方法と， It，日々の ðí5i!T ご、どに 111 街地と森体との ITê附を制べるミクロ的な)-Ji1~

の 2 つのとらえかたをした。 lìíj援にはポテンシャ jレの概念を，後おにはうH中指数の概念を手UHlした。

3. 北関東における縄地の現況

1. 緑地の現況

北関東の緑地は延長体が 3896 ， 森林J孔タ}の斜地が 5096 で iiJij 11を合オて 8896 が緑地である。 北関東全

体での人口は ~i50 万人程度 (1昭和 45 年度〉でp口湖去のような辺白状態ではなく .UtllÆI]片j 区分 l三;を比て

も市街地のスプコロー Jレ{むといった民主主はそれ在IVJ 隙 lこ党三 kずるに去ってい心いυ3 て北関*の;夜材分1Uを

メッシ斗図で示すと図 4 のようになる。しかしこれそ見fこだけでは森林の1Æ法域1議 lm :6~ 1 奇分発押し得る

J院で森体が分布しているかどうか判 ::Uî- -9 る乙とはできない。そこでまず， JL関東を次に示.93 つの地帯Jと

l三分し，各々の11i叶での i'fj也の状況を，û!，jべぐみた。

( i ) 良[Ü十j 地帯太平:が説怖でその'/1 (こ良地や完治が点どふ泊

(ii) 農村地帯;大半が農地でその Lド lこ;f五件や集泌が存在する。

(iii) 裕司i地:iト;密集し fこ市 iJ:r J'lll 。
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凶 4. 森休分布ほl
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悶 5. 各地帯の典型的パターン

￥￥予乎￥￥ 1; ;ßI ￥￥￥￥￥￥￥/￥ 

i￥￥￥BY Il IT;1￥I￥￥￥要￥￥

￥￥草学日￥BI I.I I￥ lBlB￥￥芝.

1手￥白￥T￥，￥￥ I￥￥￥〕ミ11￥￥1'f1￥
￥￥￥トf￥ I T; 11 ￥￥Il￥￥￥￥ f ￥ 

￥￥￥￥ 1; 1￥￥￥￥￥￥￥"￥￥￥￥ 

￥3￥警￥￥￥￥￥W￥トi ￥"￥"￥￥￥
子￥ργ￥￥￥l￥￥ I￥B￥L￥￥￥￥トi

￥日￥￥理￥年ミヂ￥ IB￥ p手￥￥￥ 1￥

￥￥8軒f￥￥￥￥ 1 I1￥ I￥￥￥￥宅[

￥￥ 3￥￥》半￥ I111 ￥ 7￥￥ I Lll 

￥￥ヨ￥￥￥￥￥lJ l ￥ l ￥￥￥刊￥日 7

1件、崎学学工。 8[Bll1￥￥軒[￥￥￥

子R￥￥￥ lli￥ H￥￥H￥￥工￥￥￥ i ￥

￥匂￥￥￥ 11￥￥上￥￥場よ￥￥ lüf.場

￥￥ II￥￥￥￥"￥￥￥I￥￥￥工1￥M

》￥!￥培(￥ ll l/￥いマ￥￥￥￥￥￥￥

￥￥￥￥￥￥ 1I￥￥YI￥ I￥￥￥￥￥￥￥ 

￥￥￥￥￥￥￥￥、品￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥

￥￥￥￥/￥￥￥￥￥￥]￥￥￥￥￥￥》

Y '<!i;l(liIc 

なおこの地帯区分は典型的な士地利用形態を示すメッシュについては LANDSAT データによる土地利

用区分間からどの地帯に区分されるか判定できるが，中r:日的なものについてはどの地帯に属するかを I~限

的に判定することは困難なので，各地市の典型的な土地利用形態のメッシュが表 2 \とあげた定量的なデー

タについてどのような特性を示すかを調べ，それを基準として，会メッシュについての地搭判別を行なっ

た。は 5 IC各地帯の典型的パターンを/j~す。

2. 地帯判男1]

1) 線形判別関数

各メッシュが 3 地慌のどれ!と属するかを判別するため線!T:;判別関数を用いたので，これについて簡単に

その概要を述べるじ

同 Aの日変E立をもっ 2 つの母集団 Gh G2 からの N ilbJ のサンプノレ

(xu , X21 , ......, Xnl) (λ=1 ， 2 ， ......, N) 

を考えると， これらは目次元の原本空間にそれぞれ 2 つの若手をなして存在していると考えられる。いま

この標本空!日J S が凶 6 にノ](.されるように 2 つの変量 (xu ， :1:2,) (λニ 1 ， 2 ，・ "'， N) をもっ N個のサンプ
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土防本， 情 iよ 1[!I~牛:}

3ピ I

次16 棟木空間jが2J日 iこ分割される場合 [2S] 7. 桜:本空 [UJが 3 群に分割される lihl合

ノレからなりたっているとき s を共ìffi :;[1)分をもたない 2 つの傾域 R1> R2 iと分割し，できるだけ G1 のサ

ンフ。ノレ点、が R1 I乙 G2 のサンプ。 Jレ点が R2 にあるような境界 Zl を求めたい。 すなわちあるサン 7")レを

Gh G2 のどちらかに判別する場合，重複する -ì~:I~分!とおいて元米 G1 からのサンプJレであるはずのものが

G2 と判別され G2 からのものが G1 と誤判JJIJ される確率が最小になるように Z を決めたい。このとき

線形判別関数は，

Zニ 11Xl十 12x2 十ー.....ト lnxn

と表わされ， Z が 2 訴の成員を最もよく判別する量となるようにん (i=1 ， 2, 0 '''', n) を決める。 3mの;場

合は， [刻 7 のように 3 木の線形判別関j訟を用いることによって区分される。

2) 計算結果

実際の計算にあたっては 2 ネ;の総J~判}J IJ 関放を計五r しその辺[日j 1:を加えおことによって 3 木目の紋)I~

判):l IJ関数が求められるので，ここでは良山村と農村，者í15 T1Tと農村を判別す{:') I対数を求め， Jl'i illt、j と 1315 rb と

を判別する関数については，この向者辺|司土を力IJえf??わせて求めた。作業としては，まず LANDSAT デ

ータから作成した土地利用区分凶にメッシュをきり，が0300 fi司のサンプjレメッシュ会Jülf]'，し，そこでの上

地利用の形態から各メッシュを農山和j，農村，侃r]iにほ分したc なお 3 つの地t帯のどれとも判別しかねる

メッシェについてはこれをサンブ勺レから除外した。技終的 iこは農j[ 1~i，j 地帯 71 側， 農村:tili;~日 105 個，占ißitI

地帯 67 制の irt 243 凶のサンプノレを用いて判見IJ係放を求めた。との|時採用した変数は 12 íl~1であり，結果は

表 4 のようになった。との係数を用いですべてのメッシュについて地J出，区分した結果を i文18 iとぷす。各地

帯別割合は，長山付地J出，が /12;;ぢ，農村地強;が 45%，都市地仰が 1396 となった。

3盟 地帯別にみた緑地の状況

会j血帯別 iC緑地の状況を調べたのが関 9 である。森休と耕地等をDわせた会緑地についてみると，者[51 打

地帯においてもかなりのメッシュが全緑地rlrî積率での 50% 以上を占め， 緑地面積が少ないのは大都市の

中心部だけである。森林だけに限ると， '/íß市地帯については森林本 596 以 Fのものが 65% もあり，農村

地帯Jでもら%以下が約 40対日上):;1 している。 このととから北関東の平野部ではお|地としての緑地には

恵まれているが芳森林;緑地については極端に少ない地域が多いということができょう。したがって立活環

境機誌を担うべき森林は人のJ;r}{ょする地域には比絞的少ないと推定される c
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表 4. 判別関数による地帯判JiiJの結果

「

係数

'1'リ

l.llJ 

Iζ 

用

13.7(%) 

い
0.5 

fこ

変

量

凶 8. 北関-*地時区分図
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森林の分布パターン

二!じ関東における科林の分市はl三14 のようになっている u しかしある地域のがj体〉キくがわかっていても 3 そ

れが 1 つの 1取りとして存不正するが体なのか，あるいは小さなか、体に別れて散在しているかで次.1;1，が生活環

境lこ;及ぼす影響も呉なってくる。したがって保憾休養林のようなものを設定するにしても，そこでのね林

の分布形態を事 Ilíj iこ犯J1liしておく必要がある。そこでこの分布必liliを森 l' によって沿H日された 1-0 ~去をm

いて ~i~べることにした。

北関東の森林分布パターンをJル\るにあたって， ます 1/25， 000 地)~[三!と対応ずる地域を 1 つω フロッ

クとして， この地域全14'でのX'i!ノト分布ノマターンを考えることにした。そうすると 1 ブロックあたりメッシ

斗が 25 (此 小メッシコとしては l 万制が合まれることになる。 ここで森林に区分された小メッシーュを

I一司法でいう{自体と三;ラえ， 2X2 から 64X64 までのメッシ斗のコードラートについてそれの 1 õ 他を，Jミめ

た。各ブロックのコート、ラートサイズと I-Iìの関係から Jt関東の税休は凶 101こノ」ミしたように 6 グループ

に分刻される。存グループの戒体分布パターンをコンピューター@マッフりでいくl子];すると， ['?<Ill のように

なる。 この結-*を川いてJt関東の.$t~林分自パタ F ーンをブロ 'J クごとに表わすと悶 12 のようになる Q ただ

し州止以|羽については LANDSAT のディジタんもIJ 怖が人手できなかったので，除かれている。この凶か
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が?小山，正案l品館*十"大旧といった手Ij桜川流域は森体総地lと之しく多散状iこ小さな森林が存在するにす

ぎないことが判明した。

o 2 4 5 10 25 50 

図 10. コドラートサイズと Hì 値の関係
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凶 12. ~じ!苅 !i 科卒本分布ノf ターン凶

4. 生活環境機能の立場からみた森林の評価

1. グラピティモテ)1.-

人々がグワーンコンタクトのために安ヂ h相殺を;汗冊iするのにグラピティモデノレの概念を月]し、た c グラ

ピティモデルについてp イエーツ若「計忌J~Hlli苧Jí:;説」を引用してそのtll't絡を述べる c

グラピティモデルは物質の相Tr.fi' mを表わす)，;_皮として均五虫学とくにニ t 一トンの万有引から導かれ

たものである。地問学ではこれを 2 点ないし 2 地域聞の相互作用の測度として:与える。すなわち 2 点I[\J

i , j の 4目立作用は 2 点における質量の債を 2 点目の距国ítで l設したもので，モデ、jレは，

と表わされる。 例として 2 つの地点 i ， j Iほの移動人 I J の推定をおえる。 この場合質量lζ関すとら版作ょの

定義として各々の場合の人口 P� :;;:.採用するととができる。岡地点に店注する人口が同 の移動性 iり

をもっとすると，距離上の制約は 2 点I:Uの移到賀川あるいは日1]の距般に I)'Jするおお( dりで表わされる。い

ま距離の効果が弱まるにつれ指欽の値が小さくなるものとすればヲ 2 よ地也土!:~i， 11、:，-1，

li;=ニ Fん九Pι
W--t.7 

となる。この仰をある地点 i と仙のすべての地点抑制あるとする)との I 'Jの人 LI フローの問題に鋭、必ず

るなら， ζ の;式は，

'B lii ニ
Jι1 

η
Z
J
 

P
 

n 
となる。I:: li i を Pi で割ったものを刊とするとタ この{古川 l土地点 2 と{自のすべての地点問の人の

j"l 

流れそ人口 1 人当 fこりについて示したものとなり í における人口ポテンシ十ノレと呼ばれている。 北関J:![
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凶 13. 北関東における人I.Jポテンシャル図

における人口ポテンシャルは悶 13 のようになった。

この概念はヲ ドットマップに代表される絶刻[白人口分布や人 [J 1もc度の分析が，人仁i が機械的に「存治 J

するという事実のみを取りあげているのに対して 1存在」することにより仙の人口とどんな関係を有し

ているかを問題にするものである c このグラピティモデルの概念を導入して，森林と人との関係、をポテン

シャノレによって友助することとした。

2. 森林緑地ポテンシャル図

いま凶 14 のような 111街地と森体の配置を想定するυA と B のメッシュはともに縁体率が o iこ近い市街

地であ芯。しかし森林までの距離を考えたJおウョ Aのメッシュの人は Bのメッシュの人の仙の労ブJをかけ

なければタIj j主できないのつぎに C と Dのメッシュを比べたとき，ともにじ王し，~え H、率ではあるがCは蕊f~の

外縁にはlrr しているのに fこし、し D はその jl;j 問を森林に凶まれているので Dに住む人は C に(Jむ人icl七べ

同じ 'JÍ)]でより多くの殺体[こ接近することができる。つまりあるメッシ ι がどの程度税林緑地lと 7ぶまれて

いるかを誠べるにはp そのメ y シコ i何の森休だけでなく，そのメッシュの周回にある森林についての情報

も必要となる。いまある特定のメッシュから森林へ接近する六坊さは森林までの距般に以上ヒザIJ し，到達し

た森林が六きい程そこでのグリーンコンタクトの4i~量が}:であると似7とすると i 番目のメッシュの人

が森林緑地を不Ij凡Jできる大きされ l'i ，

社7
J 血

11,114. 市街地と森林の距離関係のモデノレ

+
 

D
H一
九

一
一

日 寸L _Pi~l _-l-_ Pi+l 
ーー)十一

di、主 -1 . di ， も 1

十一・・・省 E ・ ト
P 

十 1ーを
U科(=0.5)

となる。ここで Pj は 1 孫自のメ y シュのもつが

林の大きさであり ， dりはら j!ほの距離である。

刊は先l己主べfこグラピティモデルにならえば i

z子自のメッシュの森峠緑地 i亡夫jするポテンシャル

といえる。このようにして計算した各メッシュの

ポテンシャ Jレ与を等ポテンシャル山総で表現したの

テンシ γ/レ凶(凶lのであり z マク
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I';{ﾎ 15. 森林緑地ポテンシャノレ凶

JL 外

広l::lrl: d ド
..ニコ門 11 十 l 氾 H

ロ的にみた森林の分布状憶である ο との図でポテンシャ Jレの低いところほど森林珠鳴j]が欠乏していると

考えられるので，生活環境機能を巨日!として森林をする l僚は，低ポテンシャノレ地 l戒に ili点が Irl~ か才 L ろ

ζ とが望ましい。なおポテンシャ Jレ fl立を iJ I.~~ftt するにあたっては，初予t11!l域のほほ倍の 1(:1院にあたる昨馬予

栃木宅茨城全保を対象とした。

3 生活環境機能供給力図

ITíJlfíでは森林在平11m する{}llJである入のゴ/渇 J亡、'r.

ってぷ(íllíを試みた。ととではグリーンコンタクト

の厨を促(供する何々の森林の ，，'0誌で riU員イt:を試み

たじいま図 16 のようにTlnJJ凶と ~f，~が配置され

ている地域を二与える。

j年
_--/トド

A と B のメッシー t は同じノiきさの縁体 ι と β

をもっているつしかし店ば IIT街地Jご出しているの 図 16. rb' iJr Jlll と1'vj、村、の i恒例関係のモデル

JL 似!
)./ラ〆ク l

綴務懇

図 17 ， ;伐材、の生活環境機能供給j]凶
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で，人々に生前環境機能を供給する機会は β より多いと考えられる。また森林が人々を交けいれる容量句

は縁林の/三きさに比例すると忠われる。これらの ζ とから i 番目のメッシュに存在する大きさんの森林

は f メッシュ lど住む mj 人の人へん X り)の大きさで生活環境機能を皮供できると考えられる。

そうすると対象地域全体を考えたとき i 寿日のメッシュの森林が n 'f悶のメッシュ lζ

事合グるとき，その大きさ S，; (ま

Si=fiX( 附1_+ _1昨日十 。+
¥ dil di2 

m TI • mi ¥ 
…十一"'H 十一一一一主-)

i+1 . d叫 dii( で 0.5) ! 

となり 3 これは i 港日のメッシュの森林の大きさにそ ζでの人IJ ポテンシャノレ11査を掛けたものになる。乙

の Sるを 5 つのランクに区分したのが生活環境機提供給力図(図 17) である。との図は iìíJ項と同織に北関

東という大きな枠から生活i保境機能をみたときの各メッシコにおける足立林の干H~皮と考えることができ

る。

4. 都市およびその近郊での緑地と市街地の分布状況

いままではマクロ的な意味での森林と人との位南関係を問題 lとしてきたが，との項では特定の都市に対

象を狭めて，そ乙での森林と市街地の分布パターンからグリーンコンタクトの容易さをがjべた。したがっ

てこのグリーンコンタクト効果は円治'的なものに限られてくるの 似!として IÌÍlに作成した池帯広分以!を用い

て宇都宮と )J(ρ，勝田の 2 つの都市を選んだ。なお?水戸，勝目は行政区画は異なるが，地獄区分の結果

から 1 つの巾‘街地とみなした :Jjが自然なので，ことでは阿者を合わせて一つの主:15IÏl とした。さて日治的グ

リーンコンタクトが問題となる者ßrt1林や都市近郊林については，人々が;なにそれに隣接する )1;;で生活する

ことが望ましい。したがってグリーンコンタクト効果は市街地と森林が混在している程よく禿f干されると

考えられる。そこで森林と市街地がどの程度混在しているかをメッシコ解析の一手法であるシ、ニの指数任

問いて調べてみた。

まずジニの指数についてその概|院を述べる。いまある大きさのメッメュを土地利用区分間〈悶 2) にか

ぶせ，各メッシュに合まれる森材と市街地のノJ\メッシコの数を調べて表 5 を作成する。乙の友の数怖から

次の 4 つの変放を定義する。

Pi=l-qぁ竺士

N, 

そしてメッシュを qi の大きい7Tから順に並べたときの累積比率を Xi> れとすると，

Xi=L;xl 
rl 

Yi =工~ Yi 

となる。いま水平軸に市街地の累積比率れをとり?縦較に森林の累積比率 χt をとるとー積のローレン

表 5. ヅニの指数のためのオリジナル@データ
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ツ曲線が待られる。との lHI線は森林と市街地が各メッシュ lζ均等に分布しているときには直線 y=x iと→品

致しp 不均等さが増すにつれ直線 yニニz から右ドlと航れていく出総となる。したが〉て直線 y二=x と累積

1[:;ヰく Xù }九〈ミi iにとよつてつくられる[巾口引|巾和線;》4りlにζ問まれたi出白削叫司晴Fよ

タクト lにζfたこいし 3労効討功IJ!県1長tミ， fが的ド内j な門町l'.ii間可をを:している」止こいえ;石3C と 0) y~x と rt!1紋によってか|まれた r!r卜らん S はつぎの式

によってj正似できるの

円
み

Xi- 1 Yi- 2..:; X包 Yl1

2 

との S を 2 倍したものがジニの指数と呼ばれ 2 つの呉なる集問がどの筏度似(r:しているかを不すお

相として用いられている。

宇都宮と 7)<j"'， 勝 111 の 2 つのおi[\ II� I私i にたいしメッシ"-1.サイズをいろいろ変えてp それノ{とえ二j 九、したジニの

指数を日|算すると悶 18 のようになった。 メッ三ノコサイズは 1 メッシュあ六りに合まれるノトメッシ 1数で

表わした。なお汁努の夫元I与ととする部 IIJ悶については， 土地利川区分間において市街地を形成していると )ll

われる部分と，そのFSllm 2 km を 25~えた。このf!:1において水戸p 勝 ru の)Jfß宇都宮にiちして全体的にジユ

の指数が低いことから， U 1tçflく]グリーンコンタクトに対する総地の分布は flíj 者の方が効果(1'')であると考え

られる。つぎに荻村、と弱体十農地の 2 つの勤きについては次のように解釈できる。

森林についてはメッシ工サイズが 8X 16 あたりまでは比較的;乏やかな傾きだが，それ以 j'.1こメッシュサ

イズを大きくするとジニの指数は急激に低下する。とれにたいし森林十農地はメッシュサイズが火きくな

ってもそれ程急激には低ドしない。 ζ のととは民地と市街地が比較的入り組んだ]院で (f.在していると jjûfl !y

に，かなり大きなメッシ J をとってもそのメッシュ全体が必林+農地の緑地で占められている。つまり大

竺ない!lfv，としての似Jむが都市近郊に存在しているととをぶしている。とれに対して森林のみの;場介lこは，

じ

]0 

0(1 

(1ポ
。メ

() ;; 

り 3
O. I 

0.21 

0.1 
0.1 

.I ，' j ョ ð/8 g, .J6 15 16 15 担，ノ十 i ヘ

拍十4 千色 ;.1 ， J出

12.14%ι7.36"( 3 1. 4〆

リえ 13.17"( 69.51"1 28 

4 -:4 j .8 8', S ö ,' 16 lfi ,. 16 'l~ 泣 64-'
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メッシュサイズが小さいとジニの値が)~くなることから p 市街地と森林はそれ担入り組んだ形では分布し

ておらず，またメッシュサイズを大きくするとジニの値は急激に減少することから，メッシュサイズが大

きいときメッシ工全体を森林だけが占めるというととがない。つまり大きな森林の団塊が少ないととを万三

していあ。つぎに先ピ述べた 2 つの地域とはかなり異なった分布形態を示すものとして日立市をとりあげ

てみた(図 19)。日立の場合メッシ 1サイズのJt きさが 32X32 になるまでジニの抱数値はほぼ横ばい状態

で，そこから鋭角的に指数値が低下している c これは [1 )?: rtíの 11Hls地が海と背後の任陵地に狭まれてベル

ト状に発達しているため，緑地と市街地の境堺綜が単調となり，メッシコサイズが小さいときには同一メ

ッシュ内に殺体と市街地が混在することが少なく p メッシ z サイザが市街地のつくるベルトの l間にある程

度近くなると， :~1_ ~ζ森林と市街地がIflJーメッシコ lζ合まれる割合が高くなることによる。

5. まとめ

森林の整備をするにあたって，そこでの森林の生活環境機抱を考慮するためにはこの機能にたいする需

要と供給の両面から森林をみる必要がある。今までいろいろな角度から調べてきたことを整理すると p 需

要面での)31況を犯揺するための地帯区分間，森I~\ポテンシャル図と，供給而での現況i己慢である森林の生

活環境機11~供給力図p 必林分布パターン悶にわけられる。 liíj者は需要が高いとみられる市街地や森林が少

ない地域の存在を明らかにし，後二百はそれに対してよL活康j党機能を担供しねる適当な森林がどのように存

在するか百かを示す。これらのことを図示すると図 20 のようになる。

従来より暖昧な定義しかなされていない森林の生活殴境機能を定量化する lとは，現象を何らかのJ~で切

断し，定量的におさえるととにより森林を数量的に取り救えるようにモデル化しなければならない。ここ

ではいろいろな形態でいろいろな場所に森林が存在しているという現象をp グリーンコンタクトの容易さ

という刃物で切ることによってモデ、Jレ化を武みた。その結果ヒ地利用のー肢として緑林の生活環境機能を

みたとき 2 調査対象地域のどの ;)~1)分 iこ森休が欠之し，どの部分に有効に利用し得る添付、があるかをメッシ

ュ図によって視覚的に提示することができた。なおとのような機能を定量イじするということは，一絞Jζ行

政サイドで生ずる要求であり，問題への接近の仕万も機恨の水質号fI)jらかにするというより筏能している

IJì，象をいかにして表現するかに比重がかかり易い。この研究報公も1J政からの主要望そ ì，，'lti たすことを第+:

念頭においたため，現象与を数量的に表現するととだけをまず \4 的とした。しかし実際に側々の森林の生活

環境機慌を評価すろにあたっては，位H主や林齢構成といった森林ω民とそれに政 F る人々の心Jrl1状態とい

う人間の主慨に係わるメカ二ズムを解|けする ζ とが必要であろ。その立味で l丸木報告はとうした領域lこ

まで土ち入ってはいないが，提示した l削lli手法はマク口約な立場でま五体の生活環境機能を考える陽子?に有

トノ
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~ 
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図 20園 森林の生活場境機能の評{日目万法
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The Assessment 自f the Socio四culture Functﾍ!m of the 

Forest oy Mesh Analysi百 (Research note) 

Mas21hiro AMANOは〉

Summary 

As the 21pprι~ci21 t.ion of m21ny forest functions and their bencJits to soc�ty ar巴 ìncreasìng

ncccssity to 21ssess not only thc conccpt of functions , but the number 01 th巴se functions. 

九γe will try to assess 0江巳 of these functions , thc socÍ<トculturc function ()f the forest. Tho 

de品目ition of this fu nction is 仁omplic21tcd ， but it is su而cient to und巳rstand that this funot�n 

comes into pi21Y if thc forest is situ21t巴d ne21r 21 living 21rε21. So 丸Ne t21k巴 the dist乱nce bεtw日en

forests anc1 men , i. e. the acc己ssibilityア to forests , for 21 mc21surc of the 21ssessment. 

The Northern K21nto distτict is taken up 21s the object 乱re旦， and 21 network with rect21lト

gul21r meshes of 1.8 km and 2.2 km later21l lcngth is set on the district. Accordingly , th巴 result

is presented 21s the figures of mcsh m21ps. The d礼t21 of this study is the remote sensing d21ta 

from LANDSAT，日nd m21ny oth己r sources of inform21tion (Census, topDgr21phic21l m21ps, 21巴rial

photos, etc.) c21n b巴 ov己rl21id on this d21 ta in c21sc of necessi t y. 

At fir8t we divid己記孔ch mesh into 400 submeshes, and investigate the existing statc ()f l21nd 

use on e乱ch submcsh. 13在日巴d on thcsc 工~csults ， each rn<::，寸1 is cJassifiecl into ()ne of 十hree Lones 

(21 mou日t21in zon巴， 21 rur21l zone, or 21n urban zone) a仁cording to discrimin日nt fun仁tions ， and 

e21ch m巴sh is 21180 classi自己d into on巳 of six patterns of for己st distri bu tion by 乱IÌORJSHJTA'21 1 i� 

b21sed c21lcul乱tion of the char21cteristic of 1'ore8t clistribution. Thus we c21n show visu乱Ily th巴

ch21r21ct巴ristic of the Northern K乱立to district 孔s mcsh m21ps from thes己 classific21tions 圃

To 21sscss the 21ccessibi1ity to forests , thc map of the forest ,.:re21 potential and the n孔乱p of 

the supplying f21culty of the socio-cu1ture fU'1ction of the forcst ar巴 compos巴d by 21d21pting the 

conc巴pt ()f a gravity modεL 1'he forrner shows the d巴日lalld for the grcen 21re21 of forests on 

e21ch mesh , 21nd the l21tter shows the supplying [21culty of this function of forests within e21ch 
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mesh. The value of th巴 forest potential is given by 

配 FQ )1'1' F 
九一~十 十・・.，.十つートい E ・ 2 ・十一三L

t-Dli T D2i T T Dji -, Dni 

Vも the valu巴 of the forest area pot叩tial of the i-th mesh, n; the number of meshes, Fj; 
the for巴st acreage of the j-th mesh, Dij; the distance between the i-th mesh and the j-th mesh圃

So the smaller I今回， the stronger the dem品nd of gre巴n of forests. Th巴 suppiying faculty of 

the socio引ulture function of forests within the i-th mesh is given by 

1M, MQ l'v1j Mn ¥ 
Si=Fi >く(十・・ 4一一一ト・・+二三IL)

¥ Dli ' D2i ' , Dji ' Dni J 

5i; the supplying faculty of the socio-culturc function of foreste within the i-th mesh , Mi; 

the population of the j-th mesh. So the Iarger Si is, the larger this function is. 

FinalIy , in order to express th巴 ef五ciency of the arrangement of forests supplying this 

function , w巴 quantify the degre巴 of a mixtuτe of urban area and forest area by calculating 

the segregation ind巴X.

Roundinεout th邑se mesh analyses the m己thod to assess the socio-culture function of forest 

is considered as in Fig. 21. 

1 ,,, 1, 内 l叫色川 l ♂

Fig. 21 The 旦ss巴ssing m巴thod of the socio-culture function of th巴 forest


